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図12　トリプルA・エナメルE2の分光散乱反射率と散
　　乱透過率
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図15　セシード・エナメルE1の吸収係数と散乱係数
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図13．セシード・エナメルE1の分光散乱反射率と散乱
　　透過率
3．エナメルE2（セシードではE1に相当）
　図12に，トリプルAの反射率と透過率を，図13
に，セシードの反射率と透過率を示す．トリプル
Aにおいて反射率は，明度の低い白色であり，透
過率では，ほんのわずかにオレンジがかった白色
を呈している．一方，セシードの反射率では，明
度はやや低くなるが，A1テンチンの反射率とよく
似ており，透過率では，A1デンチンとほとんど同
じ曲線を描いている．
　図14に，トリプルAの吸収，散乱係数を，図15
に，セシードの吸収，散乱係数を示す．この吸収，
散乱係数から，厚みの違いによる色調の見え方は，
トリプルAでは，明度は変化するが，色調の変化
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図16　トリプルA・トランスルーセントT1の分光散乱
　　反射率と散乱透過率
はほとんどない．しかし，セシードでは，厚さが
薄くなると，色調の変化はあまりないが，厚くな
ると，著しく変化する．エナメル色においても，
セシードの色調の変化は，トリプルAよりも大き
い．
4．トランスルーセントT1（セシードではトラン
スペアレントTに相当）
　図16に，トリプルAの反射率と透過率を，図17
に，セシードの反射率と透過率を示す．トリプル
Aは，エナメル色と比較し，透過は大きくなるが，
色調はよく似ている．セシードでは，エナメル色
とまったく違う曲線を描いている．反射率は青み
がかった白色，つまり，透明感のある暗い色調を
32 坂口他　陶材と硬質レジンの色調における分光特性について
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図17　セシード・トランスペアレントTの分光散乱反
　　射率と散乱透過率
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図19　セシード・トランスペアレントTの吸収係数と
　　散乱係数
最大スケール【吸収係数一20散乱係数一　 20】（／m堕）
　　　　　　i－
i1一
10
1三　三一　1三
則5
ノリタケAAA－TI愈透過光Φ空固分布
　　　　　　　　　　光の鴻長ao2n皿
一　　　1
400
図18
500
浪　　　長
600
（n皿）
700
トリプルA・トランスルーセントT1の吸収係数
と散乱係数
呈しており，透過率では，オレンジ色を呈してい
る．
　図18に，トリプルAの吸収，散乱係数を，図19
に，セシードの吸収，散乱係数を示す．トリプル
Aでは，エナメル色同様，厚みによる色調の変化
はほとんど見られない．セシードでは，短波長側
が高いため，厚みが増すと，青みが吸収されて白
色となり，逆に薄くなると，ますます青みが強く
なる．また，透過光では，厚くなると赤みがさら
に強くなり，薄くなると赤みが弱くなる．トラン
スルーセントT1においても，トリプルAの方が，
セシードよりも色調の変化が小さい．
　また，セシードの透過率を観察したところ，短
波長側と比較して，長波長側に高い透過率が表れ
ていた．これを吸収，散乱係数で見ると，長波長
側では共に低くなっていることから，下層の色調
によって，内部の色のでかたの違うことが予測さ
れる．つまり，赤系統の色は透過させるが青系統
の色はあまり透過させない．従って，トランスペ
アレントTの場合，内部の色調においては，浮き
でる色とでない色があるということが解った．こ
のことは，透過光の空間分布の違いとしても表す
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図20　トリプルA・トランスルーセントT1の透過光の
　　空間分布
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図21セシード・トランスペアレントTの透過光の空
　　　間分布
ことができる．
　図20に，トリプルAの透過光の空間分布を，図
21に，セシードの透過光の空間分布を示す．光を
真直に透過させる量は，トリプルA・トランスルー
セントT1では，ほとんどないのに対し，セシー
ド・トランスペアレントTでは，トリプルAの10
倍以上の透過量がある．
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　以上のことから，セシードはトリプルAと比較
して，厚みによる，色調の見え方の変化の大きい
ことが解った．これは同一色調の再現において，
各々の単体色の築盛量によって，セシードの色調
はトリプルAよりも，大きく異なってくることを
意味している．また，セシード・トランスペアレ
ントTの透過性に関しては，トリプルA・トラン
スルーセントT1よりも強く，特に赤系統をよく透
過させる．このことから，セシードトランスペア
レントTは，下地になる色調によって，浮きでや
すい色と，でづらい色のあることが解った．以上
のことが，硬質レジンの色調の再現性において，
陶材よりも難しい，という問題を残した要因であ
ると考えられる．
本論文の要旨は，第38回松本歯科大学学会総会
（1994年6月11日）において発表された．
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